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凝集剤注入制御実験を実施した．現行制御方式を参考に，Al 残留率を用いた制御ロジック (開発制御方式) を構
築できた．パイロットプラントを用いた凝集剤注入制御実験で，原水水質の急変を模擬したとき，開発制御方式
は現行制御方式より速やかに凝集剤注入率を補正できた．また，開発制御方式は沈殿水濁度を目標値±0.3 度に












の沈殿水濁度を維持しつつ，凝集剤の使用量を現行制御方式と比較して約 14 %を削減できた．2012 年台風 12
号の影響による濁度急増後の下降期間において，開発制御方式は残留 Al 濃度から凝集状態の悪化を検知し，過
剰な凝集剤注入を抑制することで，現行制御方式よりも低い凝集剤注入率で運転できた．2013年台風18号によ

























の沈殿水濁度を維持しつつ，凝集剤の使用量を現行制御方式と比較して約 14 %を削減できた．2012 年台風 12
号の影響による濁度急増後の下降期間において，開発制御方式は残留 Al 濃度から凝集状態の悪化を検知し，過
剰な凝集剤注入を抑制することで，現行制御方式よりも低い凝集剤注入率で運転できた．2013年台風18号によ
り発生した 430 度の濁度上昇から下降の一連の変化に対して，開発制御方式は沈殿水濁度を 1 度以下に維持し，
さらに現行制御方式と比較して凝集剤の使用量を16 %低減できた．春期の降雨の影響により発生した高濁度につ
いても，開発制御方式は沈殿水濁度を1度以下に維持し，さらに現行制御方式と比較して凝集剤の使用量を25 %
低減できた．低水温期では，開発制御方式は沈殿水濁度を目標値±0.3 度以内に維持可能であり，凝集剤注入率
の過不足を良好に判断した．融雪期の一部では，Al残留率を指標とした凝集剤注入制御のみでは，凝集剤注入率
の過不足を判断することが困難で，沈殿水濁度は目標値±0.3 度から逸脱した．この問題に対しては，原水水質
に応じたAl残留率の目標値算出式のチューニングや，現行の沈殿水濁度のFBを同時に使用することで，目標値
の逸脱を抑制することが可能となる．高水温 (藻類発生) 期では，開発制御方式は沈殿水濁度を目標値±0.5度以
内に維持可能であり，凝集剤注入率の過不足を良好に判断した．FF の設定が不適切な場合においても，開発制
御方式は適切に凝集剤注入率を補正し，沈殿水濁度を良好に維持できた． 
第7章では，本研究で得られた主な成果について述べ，結論をまとめた． 
以上のように本論文で述べられた成果は，降雨など原水水質の急変時にも対応できる凝集剤注入制御システム
の開発と，凝集沈殿過程の解明の一助になっており，工学的に寄与するところが大きいと考える． 
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